
10広報みはま

　
　

  

子
ど
も
手
当
や
児
童
手
当
は
、

　
　
　

い
ろ
い
ろ
制
度
が
変
わ
っ
て
い

る
よ
う
だ
け
ど
、
今
ど
う
な
っ
て
る

の
？

～ ① 子育て編 ～
よく分かる福祉講座

　町の福祉施策について、皆さんに広く知っていただくた
め、今月号から3回シリーズで｢福祉講座｣を始めます。
　1回目は、児童福祉施策(子育て支援)について、Q＆A方式
で紹介します。

　
　

  

今
年
4
月
か
ら
、｢

児
童
手
当｣

　
　
　

と
な
っ
て
い
ま
す
。
制
度
の
概

要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

A Q
子
ど
も
へ
の
手
当
に
つ
い
て

　
　

  

そ
の
他
に
、
子
ど
も
に
対
す
る

　
　
　

手
当
は
あ
り
ま
す
か
？

Q
　
　

  

母
子
・
父
子
家
庭
の
方
に
は
児

　
　
　

童
扶
養
手
当
が
、
父
ま
た
は
母

が
交
通
災
害
等
で
亡
く
な
ら
れ
た
、
ひ

と
り
親
家
庭
の
方
に
は
交
通
災
害
等
遺

児
手
当
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
独
自
の
施
策
と
し
て
、
第

2
子
以
降
の
未
就
学
児
を
養
育
し
て
い

る
方
を
対
象
に
、｢

に
こ
に
こ
育
児
応
援

手
当｣

を
支
給
し
て
い
ま
す(

月
額
2
千

円)

。

　

各
手
当
の
受
給
に
は
、
申
請
が
必
要

で
す
の
で
ご
不
明
な
点
は
町
福
祉
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

A
子
ど
も
の
医
療
費
に
つ
い
て

　
　

  

子
ど
も
が
病
院
に
か
か
っ
た
場

　
　
　

合
の
医
療
費
が
無
料
っ
て
本
当

で
す
か
？

Q
　
　

  
中
学
校
修
了
ま
で
の
お
子
さ
ん

　
　
　

が
医
療
機
関
を
受
診
し
た
場

合
、
そ
の
時
負
担
し
た
医
療
費･

薬
代

(

保
険
診
療
分)
を
全
額
助
成
し
ま
す
。

か
か
っ
た
費
用
を
一
度
支
払
っ
て
い
た

だ
き
、
原
則
と
し
て
受
診
月
の
2
か
月

A

後
に
口
座
振
り
込
み
で
お
返
し
す
る
方

法
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　

県
内
の
医
療
機
関
を
受
診
す
る
際

は
、
窓
口
で｢

子
ど
も
医
療
費
受
給
資
格

者
証｣

の
提
示
が
必
要
で
す
。
薬
局
で
お

薬
を
も
ら
う
場
合
も
必
ず
提
示
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
こ
れ
以
外
に
も
、
ひ
と
り
親

家
庭
を
対
象
と
し
た
医
療
費
助
成
制
度

も
あ
り
ま
す
。

　
　

  

子
ど
も
が
旅
行
先
や
帰
省
中
に

　
　
　

県
外
の
病
院
を
受
診
し
た
場
合

は
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
？

Q
　
　

  

県
外
の
医
療
機
関
を
受
診
し
た

　
　
　

場
合
は
、
受
診
月
の
翌
月
か
ら

6
か
月
以
内
に
、
そ
の
領
収
書
と
保
険

証
、
子
ど
も
医
療
費
受
給
資
格
者
証
、

印
鑑
を
持
っ
て
町
福
祉
課
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　

｢

子
ど
も
医
療
費
助
成
申
請
書｣

に
必

要
事
項
を
記
入
し
提
出
い
た
だ
く
こ
と

で
、
そ
の
時
負
担
し
た
医
療
費(

保
険
診

療
分)

を
全
額
助
成
し
ま
す
。

A

　

ま
た
、
子
ど
も
の
出
生
等
に
よ
り
受

給
対
象
と
な
る
子
ど
も
の
人
数
が
変
わ

る
時
は
、｢

額
改
定
認
定
請
求
書｣

の
提

出
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
他
、
毎
年
6
月
に
は
受
給
者
全

員
に｢

現
況
届｣

の
提
出
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
提
出
が
な
い
場
合
は
、

〇
支
給
対
象

　

中
学
校
卒
業
ま
で
の
子
ど
も
を
養
育

し
て
い
る
方

〇
支
給
額(

月
額)

　

[
3
歳
未
満]　

1
万
5
千
円

　

[

3
歳
以
上
小
学
校
修
了
ま
で]

　

 (

第
１
子･
第
2
子)　

1
万
円

　

 (

第
3
子
以
降)　

1
万
5
千
円

　

[

中
学
生]　

1
万
円

　

[

所
得
が
一
定
額
以
上
の
方]　

5
千
円

〇
支
給
月

　

2
月
、
6
月
、
10
月

(

4
か
月
分
を
ま
と
め
て
保
護
者
の
口
座

に
振
り
込
み
ま
す)

6
月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。



2012.9 月号11

保
育
園
に
つ
い
て

　
　

  
保
育
園
に
入
園
す
る
に
は
、
ど   

　
　
　

の
よ
う
な
手
続
き
が
必
要
で
す

か
？ Q

　
　

  

保
育
園
へ
入
園
で
き
る
の
は
、

　
　
　

保
護
者
ま
た
は
同
居
の
親
族
が

仕
事
や
疾
病
等
の
事
情
で
、
家
庭
に
お

い
て
子
ど
も
の
保
育
が
で
き
な
い
と
認

め
ら
れ
る
場
合
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

次
年
度
の
入
園
申
込
は
、
毎
年
10
月

頃
に
募
集
し
て
い
ま
す
。
町
広
報
紙
や

行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

各
区
の
回
覧
文
等
で
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
の
で
、
入
園
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、｢

保
育
園
入
園
申
込
書｣

に
必
要
事

項
を
記
入
し
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
入
園
審
査
や
施
設
の
定
員
等

の
理
由
に
よ
り
入
園
で
き
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

A
　
　

  

年
度
の
途
中
か
ら
、
保
育
園
に

　
　
　

入
り
た
い
の
で
す
が･･･

Q
　
　

  

保
育
園
に
は
定
員
が
あ
り
、
定

　
　
　

員
等
に
余
裕
が
あ
れ
ば
入
園
可

能
で
す
。
な
お
、
予
約
制
は
実
施
し
て

い
ま
せ
ん
の
で
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

　

10
月
頃
に
実
施
す
る
入
園
募
集
時

に
、
途
中
入
園
の
希
望
調
査
を
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は｢

途
中

入
園
の
希
望
者
把
握
カ
ー
ド｣

を
提
出
し

A

　
　

  

保
育
料
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て

　
　
　

決
め
ら
れ
る
の
で
す
か
？

Q
　
　

  

保
育
料
は
、｢

保
育
所
保
育
料
徴

　
　
　

収
基
準
額
表｣

に
基
づ
き
、
入
園

す
る
児
童
の
年
齢
と
保
護
者
等
の
所
得

額
に
応
じ
て
決
定
さ
れ
ま
す
。
な
お
、

2
人
以
上
の
児
童
が
入
所
す
る
場
合

は
、
半
額
に
な
る
等
の
減
免
制
度
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
多
子
世
帯
へ
の
支
援
と
し

て
、
第
3
子
以
降
で
３
歳
未
満
の
お
子

さ
ん
の
保
育
料
は
無
料
と
な
っ
て
い
ま

す
。 A

一
時
保
育
に
つ
い
て

　
　

  

少
し
の
時
間
だ
け
、
子
ど
も
を

　
　
　

預
け
た
い
の
で
す
が
、
何
か

サ
ー
ビ
ス
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

Q
　
　

  

保
護
者
の
就
職
活
動
や
疾
病
、

　
　
　

冠
婚
葬
祭
、
学
校
等
の
公
的
行

事
へ
の
参
加
等
の
理
由
に
よ
り
、
家
庭

で
育
児
を
行
う
こ
と
が
一
時
的
に
困
難

な
場
合
に
、
す
み
ず
み
子
育
て
サ
ポ
ー

ト
事
業
と
し
て
、
一
時
預
か
り
を
行
っ

て
い
ま
す
。
概
要
は
次
の
と
お
り
で

す
。 A

て
く
だ
さ
い
。

〇
利
用
で
き
る
児
童

　

町
内
に
住
所
を
有
す
る
小
学
校
就
学

前
ま
で
の
児
童

　

な
お
、
受
入
れ
定
員
を
上
回
る
場
合

や
、
町
税
等
を
完
納
し
て
い
な
い
世
帯

に
つ
い
て
は
、
利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
理
解
く
だ
さ
い
。

〇
利
用
で
き
る
施
設

・
あ
お
な
み
保
育
園(

お
ひ
さ
ま
る
ー
む)

※
美
浜
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

　

委
託

・
敦
賀
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

　

託
児
所
た
ん
ぽ
ぽ

　
　
　
　
　
　

  (

敦
賀
市
金
山
78
‐
9)

・
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
き
ら
き

　

ら
く
ら
ぶ

　

(

敦
賀
市
若
葉
町
1
‐
１
６
１
０･

　

 

県
民
生
協
ハ
ー
ツ
つ
る
が
横)

〇
利
用
で
き
る
日
時

　

平
日
の
午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5

時
30
分
の
う
ち
で
8
時
間
以
内

〇
利
用
料
金

　

1
時
間
７
０
０
円
の
と
こ
ろ
、
町
よ

り
半
額
補
助
し
３
５
０
円
で
利
用
で
き

ま
す
。

　

第
3
子
以
降
で
3
歳
未
満
の
児
童

は
、
町
か
ら
全
額
補
助
し
無
料
で
利
用

で
き
ま
す
。

〇
利
用
方
法

　

事
前
に
登
録
と
利
用
施
設
へ
の
予
約

が
必
要
で
す
。

↑あおなみ保育園 ( おひさまるーむ ) での一時預かり

〇
利
用
時
間
の
上
限

　

1
施
設
、
児
童
1
人
あ
た
り
、
月
70

時
間
未
満
の
利
用
と
な
り
ま
す
。

↑今年 2 月に完成した新せせらぎ保育園
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※お問い合わせ先
・町福祉課　 ☎32‐6704
・子育て支援センター
　　　　　　 ☎32‐0192

　
　

  
子
育
て
の
悩
み
や
、
育
児
に
つ

　
　
　

い
て
相
談
し
た
い
の
で
す
が･･･

　
　

  ｢

は
あ
と
ぴ
あ｣

や｢

子
育
て
支
援

　
　
　

セ
ン
タ
ー｣
の
ど
ち
ら
で
も
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
保
護
者
同
士
の
つ
な
が
り
を

持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
悩
み
が
解
決
し
た

り
、
気
が
楽
に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、｢

子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー｣

で
保
護
者
同
士
の
つ
な
が
り
を
つ

く
る
の
も
一
つ
の
方
法
で
す
。

A Q
育
児
相
談
に
つ
い
て

　
　

  

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
っ
て
何

　
　
　

を
す
る
場
所
な
の
？

　
　

  

主
に
保
育
園
に
通
っ
て
い
な
い

　
　
　

幼
児
と
、
そ
の
親
が
と
も
に
遊

び
、
保
護
者
同
士
の
つ
な
が
り
の
場
と

し
て
利
用
で
き
る
施
設
で
す
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
室
内
の
2
部
屋
と

広
い
体
育
館
、
砂
場
や
複
合
遊
具
の
あ

る
園
庭
で
遊
べ
ま
す
。
天
気
の
悪
い
日

で
も
、
お
子
さ
ん
の
年
齢
や
状
態
に
合

わ
せ
て
、
思
い
っ
き
り
体
を
動
か
し
て

自
由
に
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

午
前
11
時
30
分
か
ら
午
後
1
時
ま
で

は
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
と
し
て
、
お
昼
ご
は

A Q
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

　
　

  

近
所
か
ら
、
子
ど
も
を
怒
鳴
る

　
　
　

大
き
な
声
や
、
子
ど
も
の
泣
き

叫
ぶ
声
が
よ
く
聞
こ
え
る
の
で
す
が･･･

　
　

  

虐
待
か
な
と
思
っ
た
ら
、
す
ぐ

　
　
　

に
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー(

夜
間

は
役
場)

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

児
童
虐
待
の
早
期
発
見
に
は
、
皆
さ

ん
か
ら
の
通
告
、
情
報
提
供
が
大
切
で

す
。

　

虐
待
の
事
実
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で

な
く
て
も
、
児
童
虐
待
か
な
と
思
わ
れ

る
場
合
は
、
通
告
義
務
が
生
じ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
通
告
し
た
人
の
秘

密
は
法
律
で
守
ら
れ
、
責
任
を
問
わ
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ど
ん
な

に
小
さ
な
出
来
事
や
気
に
な
る
こ
と
で

も
、
通
告
、
情
報
の
提
供
を
お
願
い
し

ま
す
。

A Q
児
童
虐
待
に
つ
い
て

子育て支援センター

耳川

※町役場から約1.5㎞
JR
美
浜
駅

若
狭
町
▼

▲
敦
賀
市

○
消
防
署

○
は
あ
と
ぴ
あ

○
町
役
場

新庄 ▼

町道金安線

27

○コンビニ

【MAP】

↑子育て支援センターでママ友の輪を広げませんか？

ん
を
持
っ
て
き
て
食
べ
る
こ
と
も
で
き

ま
す
よ
。

　

毎
月
、
楽
し
い
催
し
や
季
節
に
合
わ

せ
た
遊
び
の
提
供
、
育
児
に
役
立
つ
育

児
講
座
等
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
の
悩
み
や
相
談
に
も

応
じ
ま
す
の
で
、
一
度
お
気
軽
に
の
ぞ

い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　

利
用
料
金
は
無
料
で
、
開
所
時
間
は

月
曜
日
～
土
曜
日
の
午
前
9
時
か
ら
午

後
4
時
ま
で
で
す
。

← 広い体育館でのびのびと
　 遊べますよ！

センターにはいろいろな遊具があ
ります。ボールのプール、気持ち
いいー♪

来月号では、｢障がい福祉｣
についてお知らせします。

→
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美浜の環境シリーズ 49
　
　
　

で
は
、
町
民
の
方
に
ゴ
ミ
の
分
別

　
　
　

に
関
す
る
指
導
や
、
不
法
投
棄
の

監
視
等
、
環
境
に
関
す
る
取
り
組
み
を
地

域
で
進
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
各
地
区

の
再
生
利
用
等
推
進
リ
ー
ダ
ー
を
委
嘱
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
推
進
リ
ー
ダ
ー
の
方
々
は
次

の
と
お
り
で
す
。
ゴ
ミ
の
分
別
等
で
分
か

ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
町
住
民

環
境
課
ま
た
は
、
各
地
区
の
推
進
リ
ー

ダ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

町

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
環
境
課(

担
当･

田
村)

☎
32
‐
６
７
０
３

平
成
24
年
度

再
生
利
用
等
推
進
リ
ー
ダ
ー
が
決
定

古
紙
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
　
　

の
古
紙
回
収
量
は
、
平
成
21
年
度

　
　
　

か
ら
毎
年
増
加
し
て
い
ま
す
が
、

エ
コ
ク
ル
美
方
で
焼
却
処
分
さ
れ
る
可
燃

ゴ
ミ
の
約
半
分
は
、
い
ま
だ
に
紙
ゴ
ミ
が

占
め
て
い
ま
す
。

町

行政区 氏　名

早 瀬 橋本 愼一

笹 田 天渡 正一郎

日 向 金森　 輝

気 山 田辺 耕治

大 薮 浅妻 　智

金 山 加茂 良樹

郷 市 山本 和美

松 原 川崎 延和

久々子 梶 　裕一

河原市 永田 　守

南 市 川畑 忠之

和 田 伊藤 滋子

木 野 金松 　榮

佐 柿 國溪 幸猛

麻 生 横山 喜代志

中 寺 水田 久志

宮 代 村上 篤志

小三ケ 山口 安正

新 庄 髙木 多喜雄

行政区 氏　名

野 口 馬野 弥裕

佐 野 大塩 法子

上 野 熊谷 誓成

興道寺 塚原　 優

雲 谷 渡邉　 榮

坂 尻 三谷 佳美

山 上 堀川 直也

太 田 山口 哲男

佐 田 町野 芳信

北 田 桃井 孝昭

菅 浜 吉本　 栄

竹 波 川畑 滿博

丹 生 山瀬 一男

久 保 松田 京美

小 倉 岡崎 節子

けやき台 竹次 秀一

栄 北山 俊巳

矢筈 田辺 輝彦

□ 平成 24 年度 再生利用等推進リーダー名簿 ( 敬称略 )

相談してください
ゴミの分別のこと

　

紙
ゴ
ミ
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
徹
底
す
る
こ

と
で
、
可
燃
ご
み
を
大
き
く
減
量
で
き
ま

す
。
ご
家
庭
の
ゴ
ミ
の
出
し
方
を
今
一
度

確
認
し
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

収集できる古紙とその出し方

　20 ～ 30cm の厚みにして、ひもで十字にしばって出
してください。新聞と広告は混在していても構いません。

① 新聞 ･ 広告

　ダンボール箱はつぶして平たく伸ばしてか
ら、ひもで十字にしばって出してください。

② ダンボール・厚紙

　20 ～ 30cm の厚みにして、ひもで十字に
しばって出してください。

③ 本 ( 雑誌、小説等 )

　水洗いした後、切り開いて乾かし、ひもまたは輪ゴム
で束ねて出してください。

④ 紙パック ( 牛乳パック、酒パック等 )

※内側が銀色のものは回収できません。

　雑誌等に挟むか、レジ袋や小さめのダンボール箱に入
れて、きちんと口を閉じて出してください。

⑤ その他紙類 ( 小さな紙切れやタバコの空き箱等 )

※カーボン紙や感熱紙（レシートや一部の FAX 用紙）は入れ
　ないでください。

古紙専用のゴミ箱を置くことで、菓子箱やメモ等の
小さい紙もスムーズに分別できます。
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美浜発電所の状況

　今回の報告では、7月19日から8月17日までの美浜発電所の
状況等についてお知らせします。

美
浜
１
号
機

美
浜
2
号
機

　

第
25
回
定
期
検
査
中

　
　
　
　
　

（
平
成
22
年
11
月
24
日
～)

美
浜
3
号
機

　

第
25
回
定
期
検
査
中

　
　
　
　
　

（
平
成
23
年
5
月
14
日
～)

　

第
27
回
定
期
検
査
中

　
　
　
　
　

（
平
成
23
年
12
月
18
日
～)

国
益
、
国
民
益
に
適
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
の
選
択
等
を
国
へ
要
請

　

7
月
19
日
に
、
原
子
力
発
電
所
が
立
地

す
る
県
内
４
市
町
の
首
長
及
び
議
長
で
構

成
し
た
福
井
県
原
子
力
発
電
所
所
在
市
町

協
議
会
で
、
経
済
産
業
省
や
内
閣
府
等
の

関
係
機
関
に
要
請
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
行
っ
た
要
請
は
、
政
府
が
原
子
力

発
電
の
依
存
度
を
可
能
な
限
り
減
ら
す

と
の
基
本
方
針
の
下
、
3
つ
の
選
択
肢

(

原
子
力
発
電
比
率
を
0
％･

15
％
・
20
～

25
％)

を
提
示
し
、
国
民
的
議
論
を
経
た

上
で
、
今
夏
に
も
革
新
的
エ
ネ
ル
ギ
ー･

環
境
戦
略
を
決
定
す
る
こ
と
を
受
け
、
こ

れ
ま
で
国
策
に
協
力
し
て
き
た
立
場
か

ら
、
国
が
進
め
る
方
針
に
対
し
て
立
地
自

治
体
の
意
見
を
伝
え
る
た
め
に
行
っ
た
も

の
で
す
。

↑枝野経済産業大臣に9項目の要請内容を説明する
　山口町長

︻
要
請
項
目
︼

● 

国
益
、
国
民
益
に
適
う
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

政
策
の
選
択

● 

安
全
が
確
認
さ
れ
た
原
子
力
発
電
所
の

　

早
期
再
稼
働

● 

信
頼
で
き
る
原
子
力
安
全
規
制
体
制
の

　

早
期
構
築

● 

国
会
事
故
調
査
報
告
書
へ
の
対
応

● 

世
界
に
誇
る
原
子
力
発
電
技
術
の
確
立

　

と
人
材
育
成
等

● 

原
子
力
防
災
対
策
の
充
実

　

当
日
面
談
し
た
枝
野
経
済
産
業
大
臣

は
、
こ
の
要
請
に
対
し
、｢

原
子
力
発
電

所
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
は
、
原
子
力
規

制
委
員
会
発
足
ま
で
の
間
は
、
原
子
力
安

全･

保
安
院
に
お
い
て
、
福
島
事
故
の
教

訓
を
踏
ま
え
て
更
な
る
安
全
を
期
し
て
い

く
。
ま
た
、
中
長
期
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

に
お
い
て
は
、
国
民
的
議
論
を
踏
ま
え
判

断
し
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
、
皆
様
方

の
意
見
も
し
っ
か
り
反
映
さ
せ
た
い
。
そ

の
上
で
短
期
的
に
は
、
再
稼
働
や
中
長
期

的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
如
何
に
関
わ
ら

ず
、
い
か
な
る
結
論
に
な
っ
て
も
、
こ
れ

ま
で
の
ご
尽
力
を
大
前
提
に
し
っ
か
り
対

　

7
月
19
日
に
、
全
国
町
村
会
館(

東
京)

で
平
成
24
年
度
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
平
成
23
年
度
事
業
報
告
及

び
収
支
決
算
報
告
を
は
じ
め
、
平
成
24
年

度
事
業
計
画(

案)

及
び
収
支
予
算(

案)

が

審
議
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
任
期

満
了
に
伴
う
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
会
長

に
は｢

野
瀬
豊
高
浜
町
長｣

、
副
会
長
に
は

｢

時
岡
忍
お
お
い
町
長｣

が
選
任
さ
れ
ま
し

た
。

● 

耐
震
安
全
性

● 

長
期
停
止
と
建
設
延
期
に
伴
う
立
地

　

地
域
へ
の
支
援

● 

電
源
三
法
交
付
金
制
度
の
維
持
な
ど

　

立
地
自
治
体
支
援
の
継
続

応
し
て
い
く
。
ま
ず
地
元
で
は
、
発
電
所

が
停
止
し
て
い
る
こ
と
で
、
地
域
経
済
に

さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
は

承
知
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
国

の
持
つ
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
ツ
ー
ル
を
最
大

限
活
用
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
ニ
ー

ズ
を
踏
ま
え
対
応
し
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
中
長
期
的
に
も
、
皆
様
が
従
来
か
ら

将
来
像
と
し
て
い
ろ
い
ろ
と
想
定
さ
れ
て

き
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
理
解
し

て
い
る
の
で
、
十
分
な
フ
ォ
ロ
ー
が
な
け

れ
ば
政
策
変
更
は
で
き
な
い
と
思
っ
て
い

る
。
今
後
の
交
付
金
制
度
の
改
善
も
含
め

て
、
こ
れ
ま
で
の
長
年
の
ご
協
力
を
踏
ま

え
た
対
応
を
し
た
い
。｣

と
応
え
ま
し
た
。

　

本
協
議
会
で
は
、
今
後
も
引
き
続
き
会

員
間
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
原
子
力
発

電
に
係
る
課
題
や
問
題
等
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

福
井
県
原
子
力
発
電
所
所
在
市
町
協
議

会
総
会
を
開
催


